
国 語 科 学 習 指 導 案
授 業 Ⅱ

４年１組　36名　指導者 上 原 孝 夫

本授業では，以下の検証を行うものである。

どん○ なことができるか，友達に尋ねたり答えたりする活動を行うことは，英語に慣れ親しん

だり，他者と積極的に関わろうとする態度を育成するための手立てとして有効であったか。

１ 単 元 I can swim. できることを紹介しよう

２ 指導計画（総時数４時間）

】準規価評【動活習学な主時過程 AEA

動作を表す語や「できる」「できない」という表現を知ろう。

１
１ 先生のできること・できないことを知る

２ キーワードゲーム

３ ジェスチャーゲーム

【気：英語と日本語とでは，言葉の使い方が違うことに気付いている。】

どんなことができるか，友達に尋ねたり答えたりしよう。

２
１ チャンツ

(本時)
２ ○×クイズ

３ ゴー・フィッシュゲーム

４ インタビューゲーム

【慣：できるかどうかを尋ねたり答えたりしている。】

「できる」「できない」という表現を使って，Who am I? ゲームをしよう。

３
１ Let's chant（p.

○
）２１

２ Let's play ②（p.１１）

３ Who am I? クイズ

【慣：「できる」「できない」という表現を聞いたり言ったりしている。】

自分ができることやできないことを英語で友達に紹介しよう。

４

１ Let's chant（p.１２）

２ 自己紹介の練習

３ 自己紹介

【コ：「できること」「できないこと」について，進んで尋ねたり紹介したりして
いる。】

３ 本 時（２／４）

(1) 目 標

できるかどうかを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。

(2) 評価規準

できるかどうかを尋ねたり答えたりしている。

【外国語への慣れ親しみ】

(3) 指導に当たって

本時は，友達がどんなことができるか，尋ねたり答えたりする学習である。

導入では，Can you ～?という尋ね方や，Yes, I can.／ No, I can't.という答え方のモデルスキッ

トを見せることで，本時のめあてにつなげ，子どもに見通しを持たせることができるようにする。

展開では，前時に学習した動作を表す語や「できる」「できない」という表現をチャンツやゲ

ームをとおして慣れ親しませる。また，友達がどんなことができるか，尋ねたり答えたりする表

現を知るために，インタビューゲームを行う。

終末では，振り返りをした後，次時の学習を確認することで，Who am I? クイズへの意欲を

高めることができるようにする。

外 国 語 活 動 学 習 指 導 略 案
授 業 Ⅱ

６年１組　30名　指導者 小　原　久美子
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